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地球の緑と環境を守る 

松原産業株式会社 
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①元気企業ご紹介  マルイチセーリング㈱様  

工場新築おめでとうございます  
マルイチセーリング㈱様は、福井県越前市（旧今立町）に本社を置き、

県内の家具製造業界をリードする会社。1950年（昭和25年）に創業し、

ソファを中心としたオリジナル家具の企画開発、製造・卸売を展開、 

お客様の好みにソファの色を合わせるセミオーダーにも対応し、従来の

見込生産から受注生産への転換をされ

ております。                           

皆様にも「心の納期」ってないですか？筆者の私にも経験ありますが、

「受注生産といえど、１カ月も待てない。」とか、「注文したはいい

が、待てど暮らせど納品されない。納期は確認していないけれど、それ

にしても遅すぎる」「色は少し気に入らないけど、キャンセルしてこれ

を買おう！」なんてこと…                    

マルイチセーリング様は改善に次ぐカイゼンでそれをやってのけちゃい

ました。受注生産…当社も実現に向けて努力中…                         

その一環と言う訳ではないのでしょうが、この度、工場を新築されました。おめでとうございます。その

凄いところを紹介させていただくと、工場スペースを、旧工場のなんと１/３にしてしまったところです。

事務所、ショールームを含めても、約半分のスペースで営業されています。これもカイゼンの賜物ではな

いでしょうか？歩く距離をどうすれば短くできるか？この作業はこの方法でいいの？なぜ？なぜ？なぜ？

という観点ですべての作業を見直しされたようです。                       

今後も、お互いカイゼンして行きましょう。宜しくお願いします。（^^） 

新工場風景 

本当にきれいで無駄がなく、中柱が無いので、効率よくレイアウトされた工場だなぁ～っと感じました。 

                               マルイチセーリング㈱様 ＨＰアドレスは http://www.01-s.co.jp/ 

左の製品は、Blocco ブロッコ というソファで、７つのシートやアーム

と２つの背クッションを組み合わせて自由に構成するシステムソファ

です。シートには、な、な、なんと当社の発泡スチロールが使用され

ています。他にも、発泡スチロールの“軽くて成型しやすく燃やしても

有毒ガスが発生しないリサイクル可能”っといった、利点を生かして

当社と共同開発した製品があります。 
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休業日のご案内 

2007年3月 
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松原産業株式会社 

営業品目 

スチロール成型品、パイナルコンテナ 

パイナルフォーム、染料、工業薬品 

包装資材、接着剤、高分子凝集剤 

本社工場   福井県越前市矢放町4－7 
和田山工場 兵庫県朝来市和田山町野村 

電話 : 0778-22-0848 FAX:0778-24-4790 
Ｅメール ：info@matsubara-sangyo.jp 

ＨＰ:http://www.pinalform.jp 

編集後記 

皆様、ひと月ぶりでございます。１ヶ月というのは、かなり長いですよ。３０日、７２０時間、２６０万秒。１秒の単

価を０．４円と換算すると、約１００万円。何もしないで過ごすと、１００万円のムダ…しかしながら、三十路を越

えたころから月日のたつのが早いこと早いこと（—-;）  

もう如月も終わろうとしています。この分だと暖冬のまま桜の季節を迎えそうですね。 

今回、私、本文のマルイチ様ご紹介文を執筆していて恥ずかしくなりました。「心の納期」を、得意そうに語って

はいますが、私が守れずにいます。読んで頂いたお客様は、「お前がな！」っと、突っ込みを入れたのではない

でしょうか？申し訳ございません。反省しております。。。 

今後は、心の納期を守ります。 

有言実行！！ですね（^^）/                                            堀清憲  

今回からこのコ－ナ－を担当する、広田勝男です。宜しくお願いします。松原産業へお世話に

なって約４０年。一番の古株になりました。染料、薬品営業の他に、発泡スチロ－ルの担当もやっ

ています。このコ－ナ－では、染料の歴史や、面白い雑学をご紹介していきます。          

第１回目は『当社が係わった染料の歴史』をひもといてみます。 

当社の染料の販売は古く、明治８年です。私が入社した頃（前身の松原染料店）は、一般のお客

様がよく染料を買いに来られていました。その当時はまだまだ物を大切にし、色あせした布を家庭

で染め直し、再使用していたようです。戦中、戦後の物が無かった時代に、毛糸や木綿を何度も染め直して使った

ように、私が入社した昭和４０年ごろも当時の良き習慣がまだまだ受け継がれていたようです。当時、一般のお客

様には匁、工場のお客様には、１斤、２斤の単位で販売をさせていただいた記憶があります。           

（匁、斤、貫＝昔の重さの単位、１匁＝3.75g １斤＝600g １貫＝3.75Kg 160匁＝１斤＝0.16貫） 

さて人類が天然の繊維を染色し始めたのは、紀元前数千年頃といわれ、当時から近世にいたるまでの染料とし

ては、草木や貝類、昆虫から得られた天然染料が用いられてきたようです。合成染料は、19世紀に入りやっと登場

してくるのですが、それまでは下の写真のような自然の物が染料の原料になっていたようです。スペ－スがなくなっ

てきました。続きは次回・・・お楽しみに 

代表的な天然染料の原料 

 

 

 

 

  

    藍（草木）                  むらさき貝（アムール貝）         えんじ虫                       

②染料物語 第１回  

③社員紹介 林千代美  

「松原産業 林でございます。」 

と、お世話になってはや１９年。 

この間、沢山の人と出会い、気が付けば事務所の中は、親子程も年の離れた３人に。。。

その３人を引き連れる母となってしまいました。“電話は会社の顔である！！” をモットー

にこれからも頑張って参ります宜しくお願い致します。  

 
管理業務部 林千代美 


